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は､ 特性関数 (characteristicfunction)を使った方法でしょう｡ いま､ 確率変数 Ⅹ






















































































































｢ラ ｢チ1品(X,tl)a(Ⅹ,t2)dt,dt21+ .__.1]A(X,O) (2_2_9)
従って(2-2-6)式の解はこのように書けます｡M(t)に関する方程式(2-2-1)に戻りましょう｡














この式から解ることは､ <M(t)> の時間発展を知りたいとしたら､ 全てのモーメント
<O(tl)W(te)･･･W(tn)>が解らなければならないということです｡ところで､Gaussの
確率変数 Ⅹの場合､高次のモーメントに関しては次のような性質が知られています｡

















































令-At2 Gaussian γt<<1 のとき
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eDot=1+ ⊥ S.+ (2-5-ll)
･J 汀 吉le-DotlSleDo`tl-t2)sleDot2-(t l)- (t2,d t ld te% 執
+･- ]Q(0)
です｡これに(2-5-9)式を代入すれば,


















〈 -1 〈 -1〈2
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- e ~ー〈 P(Ⅹ,t)- T f(Ⅹ)P(X,t)
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P(X,0)-∂(Ⅹ-Ⅹ｡) t-0 のとき (2-5-33)
この条件を使えば､条件付き確率密度P(XIx｡,t)(conditionalprobabilitydensity)を





lX腎 ∞ p(Ⅹ･t)=o あるいは IX腎∞j(Ⅹ･t)=O
j(X,t)は流束 (flux)で次のように与えられます｡
∂P D ∂V
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して (2-5-27)式の Fokker-Planck-Eramersの式が得られ､ 更にこれと等価な 拡求された
sm｡luch｡wskiの式が無限連分演算子で与えられることを示した訳です｡事実､;,-1に於て
孟 ･β-2芸 ;2~1≒1 (2-6-33,
でtruncateすれば､Smoluchowskiの式(2-5-20)になりますし､少し近似の程度を上げて､
∂ー ∂ 〈 -1 ∂
- +β-2- y2 ≒ - +β∂t ∂Ⅹ ∂t
としますと､次のSackによって得られたSmoluchowskiの式
∂28｡ ∂a｡ £ ∂
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∫;◆● -i血)t<九(0)さえ(t)>e dt - E2 E2(7-i(d)i血)+T u2+γ2 (3-卜12)
この二倍ノイズは､極限として白色ノイズも含んでいることを示しておきましょう｡
(3-ト11)式を次のように書きかえます｡
























率変数で､え(t)が6関数の相関を持たないときには､ 一般に <ユ(tl)Att3)> ≠ 0 で





































































































W(X,t,- 孟 e~γt′2H(t-…川 o(γり十三;.Il(,り}
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(D ｡-γ)(tl-t2)- D ｡t2
Dle
ノヽ




Dle dt ld ted t 3d t4
+-･]
になり､時間に関するラプラス変換は
～ 〈 -1 2 〈 -1〈 〈 -1- 人 -1
β(X,S)-【(S-D｡) 十E (S-Do) Dl(S+7-Do) Dl(S-Do)
4 〈 -1〈 - -1〈 - -1〈
+E (sID｡) Dl(S+γ-Do) Dl(S-D｡) Dl
〈 -1- 〈 -1
×(S+γ-D｡) Dl(S-Do) +･- ]β(X,0)
2 〈 -1- - -1
=[1-E (S-D｡) Dl(S+,-S｡)~1S,]-1(S-D｡) p(X,0)
になります｡従って､
〈 2〈 〈 -1〈 ～
[S-D｡-E Dl(S+7-Do) Dl]p(X,S)-P(Ⅹ,0)
この式は､























































































していきますと､ C - 2のところで平ら
な分布になります (図3-4-2)｡ そして さら
に Cが2より小 さくなると､ 分布が下に凸
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∂P ∂ ∂ ∂- ニー - Ⅹ(α-Ⅹ)P(Ⅹ,t)+6 - Ⅹ-
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P,I(x,V)-NF(x,V)expl- _ 1 -
(A-2)
と置きましょう｡kを決める大きな因子はCの回りの連動ですからⅤ(x)に(2-6-8)式を用いて､
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を得ます｡
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